
നᆒձใɹ2019೥3ژࡏ ʢ݄ୈ46߸ʣʢ̍ʣ

2019 年3݄16೔
˔

ൃ行
˔

在京同窓会ߍ౳ֶߴ立盛Ԭ第Ұݝखؠ
白ᆒ会ژࡏ

長 ౻Ҫଇ෉ہ຿ࣄ
〈ہ຿ࣄ〉

˟ 143�0015 ౦京౎大田۠
大森੢ 2�17�4�201

5&-.（03）6404�6379
'"9. 直௨（03）6404�6379�00
&�NBJM� IBLVB@P⒏DF!QNQ�KQ.DPN
（IUUQ���XXX.IBLVB.PSH�UPLZP�）

୊ࣈɿ淺沼 一ಓ

第46号

　

第
ü1
回
在
京
白
堊
会
総
会
・
懇

親
会
を
、
５
月
11
日
㈯
、
日
฻
里

の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
親
睦
は
時
空
を

௒
え
て
～
Թ
ނ
知
新
～
」
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

ॾ
ൠ
の
事
情
に
よ
り
、
今
回
の
幹

事
は
、
事
務
局
に
て
募
っ
た
有
志
メ

ン
ό
ー
で
行
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト

な
会
を
志
向
し
、
総
会
・
懇
親
会

の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
ܗ
と
し
ま
す

が
、
そ
の
分
、
参
加
し
た
方
々
の

コ
ϛ
ュ
ニ
έ
ー
シ
ョ
ン
に
時
間
を

ׂ
け
る
よ
う
に
౒
め
ま
す
。

　

開
催
場
所
は
昨
年
と
同
じ
ホ
テ

ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
す
。
広
い
会

場
を
׆
か
し
、
શ
員
ண
席
ܗ
ࣜ
と

し
て
、
Ώ
っ
く
り
懇
ஊ
し
て
い
た

γ
ϯ
プ
ϧ
ʹ
ަ
ྲྀ
Λ
ָ
͠
Ή

��

５
月
11
日
㈯
ホ
テ
ル�
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催

在京白堊会
����૯会

お 願 い

࠙਌会ޙ࠷のߍ歌੪এ（2018）

ಉ
෧
の
ৼ
ସ
༻
ࢴ
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ͯ
̎
̌
̍
̕
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೥
会
අ
̎
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̌
̌
ԁ
の
͓
ৼ
ࠐ
Λ
͓
ئ

͍
͠
·
͢
Ố
͓
ৼ
ࠐ
͸
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Δ
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な
͘
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Λ
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Լ
͞
͍
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昨年の࠙਌会Ξトラクγϣン

だ
く
༧
定
で
す
。

　

テ
ー
マ
に
は
「
年
次
を
௒
え
て
、

話
し
合
い
・
飲
み
合
っ
て
親
睦
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う

願
い
を
ࠐ

め
て
お
り

ま
す
。
ڞ

通
の
話
題

の
一
助
と

し
て
、
Ԡ

ԉ
歌
に
ス

ポ
ッ
ト
を

あ
て
、
Ԡ

ԉ
歌
の
カ

ラ
オ
έ
で

೔   ࣌ɿ201�೥ �݄11೔ʢ౔ʣ
　　　   総会・࠙਌会 16 ࣌から
　　　    ड෇։࢝ 15 ࣌ 30෼より
場   ॴɿ ϗςϧ�ϥϯά΢ου�
            （˟116�0014 ౦京౎ߥ઒۠౦೔฻ཬ 5�50�5）
参加අɿҰൠ8
000ԁʗֶੜɾӃੜ1
000ԁ
                     （在京白堊会平成31年౓年会අ 2
000ԁ
　　　　　   はผ్ड෇にてೲೖできます）
˔ਃしࠐΈは、ͥ ͻ΢ΣブまたはスϚϗから
　　　　　 IUUQ���CJU.MZ�IBLVB2019
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曲
名
当
て
ૣ
ԡ
し
ゲ
ー
ム
な
ど
を

४
උ
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
し
た
み

な
さ
ま
が
、
年
次
を
௒
え
て
、
新
た

に
出
会
い
、
楽
し
く
白
堊
の
ྠ
を
広

げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
幹
事
一
同

౒
め
ま
す
。

　

ਃ
ࠐ
は
、
ᶃ
同
෧
し
た
「
ਃ
ࠐ
は

が
き
」
の
ฦ
信
か
、
ᶄ
ウ
ェ
ブ
か
ら

の
ਃ
ࠐ
を
બ
୒
い
た
だ
け
ま
す
。
４

月
20
日
㈯
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
で
き
る
だ
け
、༣
ศ
コ
ス
ト（
１

通
77
円
）
が
か
か
ら
な
い
ウ
ェ
ブ

か
ら
の
ਃ
ࠐ
を
༏
先
し
て
い
た
だ

く
と
޾
い
で
す
（
こ
の
場
合
は
ਃ
ࠐ

は
が
き
の
ฦ
ૹ
は
ෆ
ཁ
で
す
）。

　

当
日
、
ご
一
ॹ
に
校
歌
を
歌
う
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
お

༠
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
幹
事
代
表 

Ｓ
55
年
卒 

伊
౻
総
）

参加ऀ同࢜の交流がָしい࠙਌会

w ೔฻ཬӺೆվޱࡳには、ΤスカϨーター΍ΤϨϕーターのઃஔがあ
りまͤんので、大きͳՙ෺がある場合には౦ޱをごར༻くͩ さい。
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ホテル ラングウッド 交通アクセス

「
ΰ
ル
ϑ
େ
会
」参
加
者
募
集

２
０
１
９
年
1�
月
1�
日
 

第
1�
回
ࡏ
ژ
ന
ᆒ
会
ΰ
ϧ
ϑ
େ
会

　

本
年
も
β
・
ΰ
ル
フ
ク
ラ
ブ
ཽ
έ

࡚
で
開
催
し
ま
す
。
ݸ
人
で
の
参
加

も
Մ
能
か
つ
、
セ
ル
フ
（
Ω
ャ
デ
イ

な
し
）
組
と
Ω
ャ
デ
イ
付
組
を
ߏ
成

し
、
ど
な
た
で
も
気
楽
に
参
加
で
き

ま
す
。
ま
た
、
東
京
・
ീ
ॏ
ऱ
か
ら

ԟ
෮
の
ό
ス
も
४
උ
し
、
ؼ
途
、
ό

ス
ं
内
で
年
次
を
௒
え
た
懇
親
会

も
計
ը
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
会
員

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
࠵
日
：
２
０
１
９
年
10
月
ø8
日
㈮

会
場
：
β
・
ΰ
ル
フ
ク
ラ
ブ
ཽ
ἃ
࡚

ื
ू
૊
਺
：
８
組
（
༧
定
）　

※
実
ࢪ
ཁ
ྖ
は
ほ
΅
昨
年
と
同
じ

で
す
が
、
次
߸
会
報
ฒ
び
に
在
京
白

堊
会
̝
̥
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

「
ΰ
ル
ϑ
େ
会
」参
加
者
募
集

第16回ΰルϑ大会（2018.10.19 β・ΰルϑクラブཽϲ࡚）
は24໊が参加。年次ର߅ઓ༏উはS40卒（ࡉӽതࢿ、
ਓઓ༏উはS48卒戸田純ݸ、（小ྛণ඙、৳৲ߐ、म౻ࡈ
さん、ϕスάϩ৆はS20卒ླ໦তٱさん（スコΞ89）。
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在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
─
─

６
月
22
日
（
土
）
開
催

S63 卒の森知英さん（左）と大津佐知子さん

自
彊
寮
Ｏ
Ｂ
は
ご
連
絡
を
！

ソ
プ
ラ
ノ
大
津
佐
知
子
＆
ピ
アノ
森
知
英

　
　
「
は･

く･

あ･

ぽ
こ
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
題
名
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
２
０
１
９
年
１
月
11
日
㈮
、
新
宿
の
マ
エ
ス
ト

ロ
ー
ラ
音
楽
院
で
行
わ
れ
た
。
在
京
白
堊
会
前
会
長
・
馬
場
信
さ

ん
（
Ｓ
41
卒
）
の
ブ
ロ
グ
「A

BA
BA

's

ノ
ー
ト
」
に
同
コ
ン
サ
ー

ト
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
転
載
す
る
。

　

出
演
し
た
の
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
大
津

佐
知
子
、
ピ
ア
ノ
森
知
英
。
と
も
に

昭
和
63
年
卒
の
白
堊
同
窓
で
著
名
な

曲
の
「
星
め
ぐ
り
の
歌
」
な
ど
賢
治

の
世
界
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、

プ
ッ
チ
ー
ニ
の
歌
劇
『
蝶
々
夫
人
』

か
ら
「
あ
る
晴
れ
た
日
に
」
で
は
、

初
め
イ
タ
リ
ア
語
、
途
中
か
ら
日
本

語
、
そ
し
て
締
め
く
く
り
に
再
び
イ

タ
リ
ア
語
と
歌
い
分
け
て
い
て
面
白

い
趣
向
だ
っ
た
。
そ
れ
も
、
言
語
の

変
わ
り
目
を
感
じ
さ
せ
な
い
１
本
の

流
れ
る
よ
う
な
歌
い
っ
ぷ
り
で
感
心

し
た
。

　

大
津
さ
ん
の
歌
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
と
し
て
の
声
の
素
晴
ら
し
さ
に
加

え
、
表
情
な
ど
も
豊
か
で
聴
き
惚
れ

る
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。
ま
た
、
森

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
は
も
は
や
一
流
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
高
い
卓
越
し
た
演
奏
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｓ
63
卒
同
期
の
二
人

だ
が
、
そ
の
経
歴
が
対
照
的
で
あ
る
。

森
さ
ん
は
、
高
校
時
代
か
ら
頭
角
を

現
し
、
藝
大
を
出
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
第
４
席

入
賞
や
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
の
デ
ュ
プ
ロ
マ
な
ど
数
々
の

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
を
果
た

し
て
き
た
第
一
人
者
。
毎
年
の
リ
サ

イ
タ
ル
で
は
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
て
い
る
。

　

一
方
、
大
津
さ
ん
は
、
高
校
卒
業

後
は
東
京
女
子
大
に
進
み
日
本
文
学

を
専
攻
、
出
版
社
勤
務
の
傍
ら
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ペ
ラ
団
に
所
属
し
て
い
た

が
、
渡
米
し
て
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽

院
を
修
了
、
声
楽
家
と
し
て
プ
ロ
の

道
を
踏
み
出
し
た
と
い
う
異
色
の
経

歴
の
持
ち
主
。
現
在
は
様
々
な
オ
ペ

ラ
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
人
気
を

博
し
て
い
る
。

　

そ
れ
が
、
１
年
前
の
高
校
同
期
の

新
年
会
で
再
会
、
意
気
投
合
し
て
二

人
で
何
か
や
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う

こ
と
に
。
そ
れ
で
実
現
し
た
の
が
こ

の
た
び
の
音
楽
会
。
大
津
さ
ん
の
歌

に
森
さ
ん
が
伴
奏
し
た
豪
華
な
組
み

合
わ
せ
で
、
高
校
同
期
な
ら
で
は
実

現
し
た
。
音
楽
会
の
題
名
「
は･

く

･

あ･

ぽ
こ
」
の
「
ぽ
こ
」
と
は
音

楽
用
語
で
少
し
ず
つ
を
意
味
す
る
ポ

コ 

ア 

ポ
コ
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の

で
、
小
さ
な
音
楽
会
と
い
う
こ
と
で

名
づ
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
日
歌
わ
れ
た
石
川
啄
木
や
宮

澤
賢
治
も
白
堊
の
先
輩
。
音
楽
会
の

会
場
も
小
さ
な
サ
ロ
ン
と
い
っ
た
様

子
で
、
い
か
に
も
ポ
コ
ら
し
い
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
で
、
親
し
み
や
す
く
も
素

晴
ら
し
い
音
楽
を
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
た
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。

●「
自
彊
寮
」
来
春
廃
止
！

    「
惜
別
の
会（
仮
称
）」な
ど
実
施
予
定

　

盛
岡
一
高
の
男
子
寮
「
自
彊

寮
」
が
、
２
０
１
９
年
の
新
年
度

か
ら
入
寮
募
集
を
停
止
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
３
月
で
閉
鎖
さ
れ
ま
す

が
、
在
京
の
自
彊
寮
Ｏ
Ｂ
の
方
の

把
握
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

「
惜
別
の
会
（
仮
称
）」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
ご
案
内
を

し
ま
す
の
で
、
該

当
者
は
事
務
局
へ

至
急
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

音
楽
家
だ
が
、
演
目
は
、
歌
曲
を
中

心
に
計
９
曲
。こ
の
う
ち
、ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
の
「
ヴ
ォ
カ
リ
ー
ズ
」
は
、
ピ

ア
ノ
の
歌
曲
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た

曲
だ
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
様
々
な

楽
器
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

て
、
実
は
歌
わ
れ
る
の
は
珍
し
い
よ

う
で
、
こ
の
作
品
を
大
津
は
初
め
哀

調
を
帯
び
た
歌
い
出
し
か
ら
次
第
に

盛
り
上
が
る
曲
想
を
力
強
く
歌
い

き
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
石
川
啄
木
の
詞
に
越
谷
達

之
助
が
曲
を
付
け
た
「
初
恋
」
で
は
、

や
は
り
曲
想
を
つ
か
ん
で
朗
々
と
歌

い
上
げ
て
感
動
的
だ
っ
た
。
続
い
て

歌
わ
れ
た
宮
澤
賢
治
詞
、
保
坂
文
昭

「
レ
ディ
ス
会
」参
加
者
募
集

「は・く・あ・ぽこ」コンサート風景

は・く・あ・ぽこ新執行部体制で初の総会
　昨年の第50回記念総会で戸田純新会長 （S48
卒）、三浦千波副会長（S50卒）、國本聡副会長

（S57卒）体制へのバトンタッチが承認されま
した。戸田新執行部の門出を祝福し、年号も

「平成」から新しい年号に代わります。
　「踏襲すべきは踏襲し、見直すべきは見直し
たい」と抱負を語る戸田新会長の元、同窓生
が年次を超えて交流し語り合う同窓会をいっ
しょに盛り立てて行きましょう。会員の皆様
のご参加・ご協力をよろしくお願いいたします。

がっちりスクラムを組む戸田純会長（中央）と三浦千波
副会長（向かって左）、國本聡副会長（同右）。〈2018総会〉

　

第
15
回「
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
」

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
２
０
１
９
年
６
月
22
日
㈯　

受
付
：
11
時
半
～　

開
始
：
12
時
～
15
時

場
所
：Sun –m

i 

高
松
本
店

　
　
　

中
央
区
銀
座
６-

３-

９

　
　
　
（
電
話 

０
３-

５
５
６
８-

３
３
０
０
）

　
　
　

地
下
鉄
銀
座
駅 

徒
歩
２
分

　
　
　
（
Ｃ
２
出
口
）

会
費
：
５
千
円

※
ゲ
ス
ト
未
定
。
詳
細
は
お
っ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。 

戸
来
ソ
ウ
子
（
Ｓ
40
卒
）廃止される緑が丘の「自彊寮」
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　11回໨をܴえたࠓ回、会場ઃӦޙのΦー
ϓχンάύーティーを会場で行い、Ώっくり
と׻ஊできました。։ؒظ࠵中に 41 会が
会場のը࿓で同ظ会を行うͳͲ、さま͟ま
ͳ交流の場としてར༻されるようにͳりま
した。ࠓ年もͲうͧศརにご׆༻くͩさい。

ʮനᆒܳज़ࡇʯձ৔Ͱಉظձ΋ʂ

ୈ�ճ

戸田஧༞さん（S20卒・左）の
ごஶॻʰ(PPL NBOϊート をɦ
঺հする三浦千波さん（S50卒）

2018 白堊芸術祭平成30年12月10日（月）〜15日（土）
会場：文房堂 ４階ギャラリー

（神田駿河台下）

白堊芸術祭での「歌の祭り」にて（2018.12.13）

〈出展リスト〉

会場ઃӦをऴえて（2018.12.9）

ઃӦޙ、会場でΦーϓχンάύーティー（2018.12.9）

▲福田 隆（S49 卒）

　〈甲斐駒ケ岳〉
▲毛利 洋子（S41卒）

    〈カマイユ技法による静物〉

◀及川 昭伍（S25卒）

　 〈宇宙 〜焼締
    　　破球体花入〜〉

▲坂本 務（S44卒）

　 〈白い帽子の女〉

 伊藤 総▶
　 （S55卒）  

〈航空縮図〉

▲三浦 千波（S50卒）〈風 景 〉

▲菊池 雅子 （S44卒）〈刻の語らい〉
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▲伊藤 ެ༤（S34卒） 〈静 物〉

▲ദ木 એ࿠（S36卒） 〈ԁ֮ࢀࣉಓ〉

▲৿ ๛彦（S40卒）  

〈子གྷりࢰ〉    

▲伊౦ ໌子（S50卒）   〈ߚ 花〉

▲小山 ୎໵（S32 卒）  〈;る͞ͱのւ〉

▲戸田 ஧༞（S20卒） 

　 〈;る͞ ͱの৓ᅿ〉

▲ೆؘ ӳ޹（S36卒）  〈ڮ 〉

▲ۚ⅓ ༤࣍（S38卒） 

　 〈े月のன下͕り〉

▲千༿ ༞ （࣏S41卒） 
   〈Ϟϧήϯϩーτ〉

▲ീॏֽ ੣࢘（S53卒）

　 〈切りࠐΈୂ௕（Ωリίݟたいͬ ΐͪ）〉

  ໺୩ ಞ（S53卒）ٶ▲

〈月੖れ෋࢜ང͔ޒ〉  　

▲及川 એ޾（S42卒）

　 〈τリスλϯʜ
　   ͋ るい͸ණのΤクスλγー〉

 子（S37卒）޺ 藤޻▲

　 〈νャάνャάഅͬ （͜෉්）〉
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▲村໺Ҫ ప夫（S35卒）   〈੊ り〉

▲༄಺ ٱढ़（S43卒） 

　 〈山ࢵਫ໌  ー௡ܰ石઒ー〉
▲٢田 य़༤（S38卒） 〈ҰظҰ会〉

▲അ৔ ৴（S41卒）

　 〈ѳඒ൒ౡ伊ྑິބ灯台〉

ষ（S56卒）〈花 空〉 ل▲

村୩ ঘ▶
（S54卒）

〈のस༡ͼށߐ〉   

▲戸田 ७（S48卒）

    〈 ΜͦͳにͭݟΊͳいͰʜ〉

▲村上 ஧࢘（S32卒） 〈;る͞ ͱ  ౙ〉

 （S43卒）ࣇ݈ 澤ۄ▲

　〈ϔϨϯ؀঴
　（ϛクϩωγア）のカスϛアジ〉

▲ി ॱ一࿠（S41卒） 

〈ϑラϯクϩイυライτのҜ子〉

　　　ฏ໺ ዳ子▶
　　　　　　（S53卒）

  　　　    〈4OPX IPMF〉

宮沢賢治朗読と
白堊歌会作品
展示コーナー
行歌・୹歌ޒ˔
Ҵ֞ ༟༤（ҏಸ༟・S38卒）
田 ෢ळ（S42卒）ࢁ
小઒ 瑞子（はま܀・S48卒）
໦Լ ໌子（୍津ઘ・S52卒）
ଜ୩　 ঘ（S54卒）
੨ࢁすΈれ（白堊歌会会員）

࿕ಡ࣏ݡ୔ٶ˔
　「஫文のଟいྉཧళ」
໺ޱ 田௽子（S40卒）

◀藤澤 ߩ（S61卒）

 〈ࣸ日2018 � ه �〉
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▲坂本 美枝子（S45卒）

     〈クリスマスリース〉

◀水原 滋（S50卒）

    〈HAKUART 2018〉

▲田村 仁（S50卒） 〈觀〉

▲武田 夏実 
　 （෢田ૉ೒・S53 卒）

   〈「石山切伊勢集」   
     臨書〉

▲三浦千江美
　（S53卒）

   〈臨 粘葉本和漢
　  朗詠集〉

◀
國
分 

智
子
（
̨
úù
ଔ
）

  ợ
ҏ
౎
಺
਌
Ԧ
ئ
จ
「
ଆ
ฉ
Ҙ
෕
Ҙ
฼
ộ
」Ụ

▲晴山 康夫（S45卒）〈朝 顔〉

▲淺沼 榮一
    （ᕆপҰಓ・̨ 27 卒）  

   〈百 福〉
˞ᕆপҰಓさんは2018年
8 1݄2೔ご੦ڈされました。

◀
佐
藤 

法
雄
（
ࠤ
౻
༰
ᜊ
ɾ
̨
50
ଔ
）

  

ợ
ۛ
෩
࿔
݄
Ụ ▲池上  敦子

   （S50卒）  

　 〈皇后陛下の
     詠まれた歌〉

▲辻田 よね子
　 （⁋ ΍のか・S55卒）　 　
　 〈NE・GA・I〉

◀
    

▲小原 隆史（S41卒）

    〈岩手の花灯り
　  （山百合  姥百合  高砂百合）〉

▲佐々木  美枝子  
   （S43卒）   

　 〈清 浄〉

▲佐々木  美枝子  

▲菊池 輝彦（S38卒） 〈アジサイ〉▲菊池 輝彦菊池 輝彦（S38卒） 〈アジサイ〉

▲戸澤 聰
　（S40卒） 

   〈岩手山〉

（「Կॲにか流れのあら
むਘͶདྷしԕ໺੩かに
ਫのԻする」）

◀
間
瀬 

隆
男
（
̨
úý
ଔ
）

  ợ
஧
࣮
ࣗ
ڨ
ͱ
Ḳ
໦
先
ഐ
の
͏
ͨ
Ụ

「歌の祭り」（2018.12.13）
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〈
開
催
概
要
〉

日
時
：
２
０
１
９
年
８
月
11
日
㈰

受
付
開
始
：
11
時
30
分

開
演
：
12
時
～
17
時

会
場
：
笹
塚
「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」

　
　
　

渋
谷
区
笹
塚
１-

61-

８

電
話
：
０
３-

３
３
１
９-

２
６
４
９

会
費
：５
千
円
（
食
事
代
＋
飲
物
代
）

エ
ン
ト
リ
ー
曲
数
：
１
人
２
曲
以
内

申
込
先
：
高
橋
利
宏
さ
ん（
Ｓ
41
卒
）

　

〒174-0064

　

板
橋
区
中
台
３-

27-

Ｇ-

８
０
１

　

電
話 

０
９
０-

６
４
７
６-

７
１
０
９

.
BJM� toshi.takahashi@

i.softbank.jp

申
込
締
切
：
６
月
30
日
㈰

〈「
歌
の
祭
り
」
活
動
報
告
〉

●
２
０
１
８
白
堊
芸
術
祭

　

昨
年
12
月
13
日
㈭
14
時
よ
り
文

房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
囲
ま

第 6 回在京白堊メディカルクラブ総会（2019.3.2）

「
歌
の
祭
り
」参
加
者
募
集

第
21
回
「
歌
の
祭
り
」

２
０
１
９
年
８
月
11
日
㈰
開
催

　
「
歌
の
祭
り
」
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
歌
唱
を
楽
し
む
会
で
す
。
最

近
は
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
サ
ッ

ク
ス
（
お
琴
も
！
）
等
器
楽
演
奏

を
披
露
し
て
く
だ
さ
る
人
も
い
ま

す
。
次
回
、
第
21
回
は
左
記
の
通

り
開
催
し
ま
す
。
初
め
て
の
皆
さ

ん
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 柴 孝也さんの「瑞宝小綬章」叙勲祝い会場風景

「第20回 歌の祭り」（2019.2.3 笹塚ブルーティ）

2018白堊芸術祭での「歌の祭り」（2018.12.13 文房堂ギャラリー）

第
６
回
総
会
を
開
催

２
０
１
９
年
３
月
２
日
㈯

在
京
白
堊
メ
ディ
カ
ル
ク
ラ
ブ    

　

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
は
、

２
０
１
９
年
３
月
２
日
㈯
、第
６
回

総
会
を
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
盛
岡
か

ら
、
村
上
圭
一
現
盛
岡
一
高
校
長
、

谷
村
邦
久
前
白
堊
同
窓
会
会
長
、

岩
手
県
医
療
局
３
名
の
参
加
も
あ

り
、
総
勢
38
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
東
北
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科
て
ん
か
ん
学
分
野

教
授
の
中
里
信
和
さ
ん
（
Ｓ
53
卒
）

に
、「
あ
ん
し
ん
、
あ
っ
た
か
、
あ

か
る
く
、
て
ん
か
ん
」
と
い
う
演

題
名
で
、
て
ん
か
ん
と
い
う
病
気

に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

総
会
の
後
、
懇
親
会
で
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
会
員
か
ら
の
紹
介

も
あ
り
年
を
追
う
毎
に
参
加
人
数

は
す
こ
し
ず
つ
増
え
て
お
り
ま
す
。

総
会
の
お
知
ら
せ
等
は
今
後
も「
ｅ

在
京
白
堊
会
」
サ
イ
ト
で
情
報
を

更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
確
認

下
さ
い
。

　

医
療
関
係
業
務
に
携
わ
る
在
京

白
堊
会
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
新
規

会
員
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

（
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

事
務
局   

志
和
成
紀 
Ｓ
58
卒
）

●
柴
孝
也
さ
ん
「
瑞
宝
小
綬
章
」

　

受
章
で
盛
大
に
祝
賀
会

　

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
で
在
京
白

堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
代
表
幹
事

の
柴
孝
也
さ
ん
（
Ｓ
33
卒
）
が
「
瑞

宝
小
綬
章
」
を
受
章
。
作
家
の
伊
集

院 

静
さ
ん
や
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ

ル
ク
ラ
ブ
の
志
和
利
彦
さ
ん
（
Ｓ
47

卒
）
ら
が
発
起
人
と
な
り
、 

平
成
31

年
１
月
19
日
、
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ

ル
「
天
空
」
で
盛
大
な
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
42
年
間
衆
議
院
医

務
室
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
や
、
読

売
巨
人
軍
、
東
京
ド
ー
ム
の
嘱
託
医

と
し
て
永
年
貢
献
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
祝
賀
会
に
は
衆
議
院
議
員

の
階
猛
さ
ん
（
Ｓ
60
卒
）、
千
葉
県

知
事
の

森
田
健

作
さ
ん

ほ
か
プ

ロ
野
球

界
か
ら

王
貞
治

さ
ん
、

堀
内
恒

夫
さ
ん
、

江
夏
豊

さ
ん
な

ど
の
著
名
人
が
多
数
参
加
。
白
堊
同

窓
も
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ

ブ
が
26
名
、
在
京
白
堊
会
５
名
の

計
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
ご
発
声
は
、
白
堊
同
窓
で

最
年
長
者
の
及
川
昭
伍
さ
ん
（
Ｓ
25

卒
）。
会
の
締
め
く
く
り
は
泉
山 

肇

さ
ん（
Ｓ
58
卒
）の
音
頭
で
、柴
さ
ん

を
加
え
た
総
勢
32
人
が
盛
岡
一
高

校
歌
を
斉
唱
、
エ
ー
ル
を
お
く
っ
て

祝
福
し
ま
し
た
。

 

（
志
和
成
紀 

Ｓ
58
卒
）

れ
な
が
ら
、
歌
の
祭
り
有
志
16
名

が
歌
唱
、
器
楽
演
奏
等
を
披
露
し
ま

し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

●
第
20
回
「
歌
の
祭
り
」

　

本
年
２
月
３
日
㈰
午
後
12
時
よ

り
笹
塚
ブ
ル
ー
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
Ｓ
20
年
卒
の
及
川
喜
一
さ
ん

（
初
参
加
！
）
か
ら
Ｓ
63
年
卒
の
大

津
さ
ん
ま
で
、
43
年
次
に
及
ぶ
幅

広
い
年
齢
層
の
25
名
が
参
加
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、
オ
ペ
ラ

の
ア
リ
ア
か
ら
演
歌
、
民
謡
ま
で
多

彩
な
曲
目
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
第
20
回
を
迎
え
た

今
回
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
プ

ロ
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、
す
ざ
き
ち

え
さ
ん
を
お
招
き
し
、
す
ば
ら
し
い

歌
唱
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
記
念
の
会
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
大

な
会
に
な
り
ま
し
た
。
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ủ
إ
ਅ
ڢ
ల
Ứ
Λ
ؑ
৆

̎
̌
̍
̕
೥
̎
月
��
日
 

  

ル ɾα
ϩ
ϯɾブ
ラ
ϯܳ
ज़
ؑ
৆
ク
ラ
ブ

　

本
年
２
月
13
日
 
、
上
野
の
東

京
国
ཱ
博
物
ؗ
で
開
催
中
の
「
إ

ਅ
ڢ
ల
」
を
ؑ
賞
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
12
名
。
إ
ਅ
ڢ
の
劇
੻
「
祭

໑
文
ߘ
」
は
日
本
初
ެ
開
の
も
の
。

ほ
か
に
も
௒
一
ڃ
品
の
୓
本
や
日

中
の
ॻ
の
名
品
が
こ
れ
で
も
か
と

い
う
ほ
ど
多
数
ల
ࣔ
さ
れ
て
お
り
、

ਅ
の
ॻ
を
心
行
く
ま
で
ؑ
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
案
内
人
・
佐
౻
๏
༤ 

Ｓ
50
卒
）

୩ଜ๜ٱさん

谷
村
邦
久
・
前
白
堊
同
窓
会
長
（
岩
手
県
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
長
）

̞
̡
̘
ͷ
ؠ
ख
ݝ
༠
க
ɾ
࣮
ݱ
Λ
ૌ
͑
Δ

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進 

産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
２
０
１
９
年
１
月
18
日 

東
京
国
際
文
化
会
館
に
て

   

̞
̡
Ｃ

（
国
際
リ

ニ
ア
コ
ラ

イ
μ
ー
）

は
、
௚
ઢ

ܕ
加
଎
器
に
よ
る
世
界
最
先
୺
の
素

ཻ
子
物
ཧ
学
の
実
ݧ
ࢪ
ઃ
で
す
。
地

下
100
ἇ
、
શ
長
20
₊
の
地
下
ト
ン

ネ
ル
に
௚
ઢ
ܕ
の
加
଎
器
を
ઃ
ஔ

し
、
ほ
΅
ޫ
の
଎
さ
ま
で
加
଎
さ
れ

た
電
子
と
ཅ
電
子
を
ਖ਼
面
ি
ಥ
さ
せ

る
こ
と
で
Ϗ
ッ
グ
ό
ン
௚
後
の
Ӊ
஦

の
ঢ়
ଶ
を
再
現
し
、
࣭
ྔ
の
ݯ
と
な

る
ώ
ッ
グ
ス
ཻ
子
を
大
ྔ
に
作
り
出

し
、
未
知
の
素
ཻ
子
の
୳
ࡧ
や
Ӊ
஦

૑
成
の
ಾ
、
物
࣭
の
起
ݯ
な
ど
を
୳

り
ま
す
。

　

こ
の
̞
̡
Ｃ
の
ݐ
ઃ
を
日
本
に
༠

க
す
る
׆
動
が
多
年
に
わ
た
っ
て

ల
開
さ
れ
て
お
り
、
強
ݻ
な
岩
൫
を

有
す
る
岩
手
県
の
北
上
山
地
が
最
ద

地
と
さ
れ
世
界
の
研
究
者
に
大
き
な

期
待
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
ア
ジ
ア
初

の
大
ܕ
国
際
科
学
ػ
ߏ
が
஀
ੜ
し
、

世
界
中
か
ら
数
千
人
の
研
究
者
・
ٕ

ज़
者
と
そ
の
家
଒
が
ੜ
׆
す
る
こ

と
と
な
り
、
シ
リ
コ
ン
ό
レ
ー
の
よ

う
な
国
際
研
究
౎
ࢢ
が
岩
手
県
に

ܗ
成
さ
れ
ま
す
。

　
̞
̡
Ｃ
は
ਖ਼
ࣜ
に
ݐ
ઃ
が
ܾ
ま
っ

た
後
、
４
年
間
の
४
උ
期
間
と
10

ฤ
集
ޙ
ه

　

在
京
白
堊
会
は
૑
ཱ
50
年
を
迎

え
、
次
の
100
年
に
向
け
て
一
歩
を
進

め
る
第
51
回
総
会
を
ü0
ࡀ
年
次
幹

事
で
は
な
く
有
志
の
幹
事
団
で
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
̩
・
Ｓ
・
エ

リ
オ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
新
し
い
ମ
੍
は

ৗ
に
ݹ
い
఻
౷
の
学
び
か
ら
ੜ
ま
れ

る
。今
回
が
ま
さ
に
そ
う
。『
50
年
࢙
』

の
対
ஊ
に
も
あ
る
が
、
初
心
に
໭
る

ܗ
だ
。
次
の
進
Խ
ܗ
は
、
白
堊
の
఻

౷
の
中
か
ら
ੜ
み
出
さ
れ
る
。（
̮
）

年
間
の
ݐ
ઃ
期
間
を
経
て
２
０
３
０

年
以
߱
の
ӡ
用
開
࢝
を
目
ࢦ
し
て
い

ま
す
。

　

̞
̡
Ｃ
実
現
に
よ
る
೾
及
ޮ
果
は

地
方
૑
ੜ
、
෮
ڵ
、
科
学
ٕ
ज़
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
ら
に
は
人
ࡐ
ҭ
成

と
い
っ
た
多
ذ
に
わ
た
る
も
の
で
、

૖
大
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

現
に
よ
っ
て
̞
̡
Ｃ
国
際
ڌ
఺
を
ج

൫
に
地
Ҭ
主
ମ
の
ཱ
案
・
௅
ઓ
か
ら

ੜ
ま
れ
る
「
世
界
に
つ
な
が
る
新
た

な
地
方
૑
ੜ
」
を
目
ࢦ
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

最
ऴ
的
に
は
੓
෎
の
総
合
的
・
大

局
的
な
൑
அ
と
な
り
ま
す
が
、
地
ݩ

の
み
な
ら
ず
国
民
の
皆
様
の
一
層

の
ཧ
ղ
が
深
ま
る
よ
う
׆
動
を
加

଎
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ઈ
大
な

る
ご
ࢧ
ԉ
を
ࣀ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
ਃ
し
あ
げ
ま
す
。      

  
  （

谷
村
邦
久  

Ｓ
41
卒
）        

ಛผߘد ứ
ࡏ
ژ
ന
ᆒ
ձ  
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೥
ͷ
า
Έ
Ừ
ൃ
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在
京
白
堊
会
૑
ཱ
50
年
記
念
事

業
の
一
؀
と
し
て
ا
ը
さ
れ
た
『
在

京
白
堊
会  

50
年
の
歩
み
』
が
２
月

21
日
に
׬
成
、
会
අ
ೲ
入
者
に
഑

෍
さ
れ
ま
し
た
。
ނ
・
内
村
ହ
会

長
（
Ｓ
39
卒
・
平
成
26 
年 

在
京
白

堊
会
第
３
代
会
長
に
ब
೚
。
平
成
28 

年
７
月
30
日
੦
ڈ
）
が
発
起
し
て

平
成
27
年
９
月
30
日
に
第
１
回
ฤ

集
ҕ
員
会
を
開
催
、
以
後
໿
３
年
半

を
か
け
、
総
会
や
֤
年
次
同
期
会
50

年
の
׆
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
記
念
ࢽ
は
ר
頭
カ
ラ
ー

16
ท
で
ࣸ
ਅ
で
み
る
「
50
年
の
歩

み
」を
ܝ
載
。
及
川
昭
伍
初
代
会
長
、

馬
場
信
第
２
代
会
長
の
対
ஊ
、
会
員

か
ら
د
せ
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
、
ר
຤

の
年
表
、
歴
代
໾
員
一
ཡ
な
ど
と
ซ

せ
て
、在
京
白
堊
会
50
年
の
歴
࢙
を

઱
や
か
に
追
想
し
て
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
記
念
ࢽ
は
、
在
京
白
堊

会
の
̝
30
年
度
の
年
会
අ
を
１
月

31
日
ま
で
に
෷
ࡁ
み
の
会
員
に
ແ

ྉ
で
ଃ
ఄ
し
ま
し
た
が
、
ए
ׯ
෦
数

に
༧
උ
が
あ
り
、
第
51
回
の
総
会

の
場
で
、
そ
の
後
の
年
会
අ
ࢧ
෷
者

に
ແ
ঈ
で
、
さ
ら
に
追
加
ر
๬
者
に

は
有
ྉ
（
２
０
０
０
円
）
で
お
分
け

し
ま
す
。
ご
ر
๬
の
方
は
、
総
会
の

受
付
時
に
お
ਃ
し
出
く
だ
さ
い
。

２
０
１
９
年
２
月
完
成
、希
望
者
に
は
５
月
の
総
会
受
付
で
有
料
頒
布
も

　
̬
̚
Ｂ
歌
会
「
白
堊
歌
会
の
෦
԰
」

は
ど
な
た
で
も
作
品
を
投
ߘ
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
ܝ
ࣔ
板
に
は
２
カ

月
に
一
度
、
会
員
の
作
品
を
投
ߘ
し

白
堊
歌
会

ͩ
Ε
Ͱ
΋
౤
ߘ
Ͱ
͖
Δ
̬
̚
̗
歌
会
ỏ

ށ
ా
஧
༞
͞
Μ
の
ߨ
ԋ
΋
༧
ఆ

ʰ在京白堊会 50年のาΈʱ
 2019年݄̎21೔ൃ行
 #5൑ฒ੡ 232 ท

౦京ࠃ立ത෺ؗલで（ࡱӨɿഅ場 ৴さん）

戸田஧༞（S20卒）ஶ
ʰ(PPL NBOϊートʱ
文芸ࣾ 1
700 ԁ � ੫

て
い
ま
す
。
白
堊
ܳ
ज़
祭
最
ऴ
日
は

恒
ྫ
の
野
口
田
௽
子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）

に
よ
る
宮
୔
賢
治
と
白
堊
歌
会
の

作
品
の
朗
読
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
白
堊
ܳ
ज़
祭

で
は
、
昨
年
12
月
15
日
に
『(ook 

m
an

ノ
ー
ト　

卒
ण
か
ら
の
ఏ
言
』

を
上
Ѹ
さ
れ
た
戸
田
஧
༞
さ
ん
（
Ｓ

20
年
次
４
年
卒
）
の
講
演
会
を
主

催
す
る
༧
定
で
す
。
白
堊
歌
会
で

は
ނ
・
小
川
達
༤
さ
ん
（
Ｓ
22
卒
）

が
学
徒
勤
࿑
動
員
の
ମ
ݧ
を
お
話

さ
れ
ま
し
た
が
、
戸
田
さ
ん
の
ご
著

ॻ
に
も
詳
し
く
ॻ
か
れ
て
い
ま
す
。

ઓ
中
ઓ
後
ࠞ
ཚ
期
の
ମ
ݧ
を
௚
઀

お
࢕
い
で
き
る
و
ॏ
な
ػ
会
で
す

の
で
、
ど
う
ͧ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
次
߸
に
て
紹
介
し
ま
す
。




